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一般的な健康維持について 

 

 子供がなんども感染症に罹患し，その度に免疫を獲得していくことは，いわゆる抵抗力

を付けたくましく成長するための大切なことと考えられています．ダウン症の説明を医師

から受けたときに「ダウン症候群の特徴として免疫力が弱い」と言われたことはありませ

んか？医師はダウン症の方々にお話をする際に教科書を調べたり，インターネットで情報

を集め勉強します．そうするとそのような記載が必ずと言っていいほどあるのです．でも，

前から感じていたことは，「本当にダウン症の方々は免疫力が劣るのでしょうか？」という

ことです．何か明確な根拠があるのだろうか？と思うようになりました．そこで少し免疫

について勉強してみました．ダウン症の子供が健康にたくましく育っていくためには何が

必要なのだろうかと皆さんと一緒に考えてみることにしましょう． 

まず第一に免疫力っていったいどんな力なのご存知でしょうか？免疫とは微生物（ウイル

スや細菌などの病原体）の感染により，宿主（すなわちヒトのことです）が病気になるこ

とを防ぐことを言います．わかりやすく言えば，病原体をうつされても，病気にならない

ことです．ヒトが持つこのような能力を免疫力といい，そのために体の中の特殊な細胞や

タンパク質などが組織的に活動をしています．この免疫力を担うシステムについて簡単に

説明させてください． 

「獲得免疫」 水ぼうそうやおたふくかぜなどに一度かかるとその人は二度と同じ病気に

かかりません．免疫ができたからです．これらの病気にかかった時にその病原体に対して

抗体を作るからです．このような現象を獲得免疫といいます．抗体は病原体を識別して結

合する特殊なタンパク質で B リンパ球が生産します．水ぼうそうにかかった人は水ぼうそ

うウイルス（正しくは水痘―帯状疱疹ウイルスといいます）に対する抗体が，おたふくか

ぜにかかった人はムンプスウイルスに対する抗体が作られ，一生生産ラインが維持されま

す．ですから，再びこれらのウイルスが体に侵入しようとした場合，これらの特異的な抗

体がウイルスと結合して体にダメージが出ないように処理するのです．この抗体は免疫グ

ロブリンという共通した構造を持つタンパク質で，A, G, M の三つのタイプがあります．専

門用語で IgA, IgG, IgM（Ig は免疫グロブリンの略）と呼ばれます．IgG と IgM は血液中

や体の内部（組織間）にいきわたる一方，IgA は（時に IgG も）唾液や涙に分泌され，体

の表面（と言っても目やのどなどの粘膜の部分ですが）でウイルスと戦うのです．母乳に

も IgA が分泌され赤ちゃんののどや消化管からの感染を防ぐ役割をしているのはご存知で

しょう．これら免疫グロブリンのレベルはダウン症の人ではほぼ正常範囲にあると言われ

ています．抗体以外にも人には病原体と戦う細胞があります．キラーT リンパ球はその表面
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に特定の病原体に結合する免疫グロブリンと同じ役目をするタンパクがあり，これにより

標的となる病原体におかされた細胞を破壊し感染の進行を防ぎます．このようにリンパ球

は抗体を作ったり，感染細胞を攻撃する役目をもっているのです．さてダウン症ではこの

リンパ球の数が少ないという報告があるのですがが，それもものすごく少なくて免疫力が

ほとんどないなどというようなことではありません． 

「自然免疫」 私たちの体を病原体から守っているのは「獲得免疫」だけではありません．

どんな微生物であっても，それが病気を起こすようなウイルスや細菌であればやっつけよ

うとする力があるのです．私たちの体にはこれらの病原体に共通するタンパク質や核酸・

脂質などの分子の特徴（病原関連分子パターンといいます）を認識し対応する細胞があり，

かかったことがない病原体に対する闘いの主力です．細菌を捕食し殺菌する多核白血球，

細菌やウイルスが侵入するといち早く貪食し，処理した病原体の一部を抗原として T リン

パ球に覚えさせるマクロファージや樹状細胞，病原体におかされた細胞を殺すナチュラル

キラー細胞，これらの仕事を助ける補体と呼ばれるタンパク質軍団，これらは昆虫以上の

高等生物が病原体と戦いながら進化する過程で獲得した強力な防御機構で，獲得免疫に対

し「自然免疫」と称されます．この「自然免疫」を担当する細胞もダウン症では少ないと

言われていますが，正常範囲との報告もあります．ダウン症では 21 番染色体が１本多いの

で，21 番染色体上にある遺伝子は働きが 50%増加します．スーパーオキサイドディスミュ

ーテース（細胞の中で活性酸素を減らす酵素）もその一つです．そのせいでダウン症では

活性酸素のレベルが低下し，多核白白血球の殺菌力が低下するという説があります．顆粒

球とも呼ばれる多核白血球は活性酸素の詰まった顆粒を捕食した細菌に浴びせて破壊する

からなのです．細菌と白血球の壮絶な戦いは無数の白血球の屍をさらすことになります．

これが膿と呼ばれるものです．皮膚などが化膿するということはそこに細菌感染症を起こ

っているということです．ですからブドウ球菌などのカタラーゼ産生菌(カタラーゼは活性

酸素を分解する)による化膿症がダウン症でなりやすい傾向にあると言うのも殺菌力の低下

のせいだと言われているのです．しかし，あくまで私の印象ですが，ダウン症の方々が特

別皮膚の感染症にかかりやすく，重症化しやすいということはありません．サイトカイン

と言って感染を起こした部位の細胞が出す SOS シグナルを伝える物質があります．それに

反応して白血球などが周りから集まってくるのですが，この白血球が移動する反応もダウ

ン症では鈍いと言われています．多少はそうかもしれませんが，病的なレベルではないよ

うです．白血球の接着などに関係する CD18 というタンパクは 21 番染色体に遺伝子がある

ので多めに産生されている可能性があり，このためにダウン症の人の白血球の活動が影響

されるとも考えられていますが，果たしてそうでもないという説もあるのです． 

「総合的な抵抗力」 感染症に負けない力を「抵抗力」とすると，「自然免疫」と「獲得免

疫」は 2 つの大きな戦力です．ですがそれだけではだめなのです．いわゆる「体力」が必

要です．喩えはよくありませんが，戦争に勝つためには強力な海軍と陸軍があるだけでは

だめで，国力すなわち，豊かな国土，人口，資源，農業や工業の生産力，高い技術，国民
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の忍耐力，安定した政治などが必要でしょう？ヒトの体に置き換えると，大きな体，十分

な栄養状態，筋力，食欲，適切な自律神経系の働きなどでしょうか．それに清潔で暖かい

療養環境ときめ細かな支援が必須ですね．さて，実際のところ，ダウン症の子供特に乳幼

児では呼吸器感染や消化器感染症に罹患する頻度が高いと言われています．ウイルス性・

細菌性のいずれもです．これが，ダウン症の人に言われている免疫力の低下すなわち免疫

を担当する細胞が少なめだったりその機能が弱かったりすることによるものかははっきり

しません．私はむしろ，気道の粘液産生が低いこと，口や咽頭，気管・気管支のサイズや

形，強度といったものの影響が強いと思います．先天性心疾患の合併もさりながら，筋緊

張が低く筋力が弱いとしっかり咳をできないので気道のクリーンアップができません．粘

液の分泌も病原体をからめとって排泄するために重要な働きがあるので，分泌量の少ない

ダウン症では不利に働きます．このようにダウン症の子供では免疫力とは別の身体的なウ

ィークポイントが感染症になりやすい問題の主な原因のような気がします．実際のところ，

ダウン症の乳幼児期の死亡原因の主なものは先天性心疾患と肺炎です．抗菌薬の普及と医

療技術・社会制度・環境などの改善の結果，肺炎の死亡率は劇的に減少しましたが．一般

集団と比べてまだまだ高いのです．その理由は上にのべた免疫力ではなく，主として身体

特性によるものと思われます．ただ判断がむつかしいところがあって，海外の研究では，

自宅で保護者とともに生活し良好な養育環境ですくすくと育ったダウン症の子は，施設で

感染の機会も多い中で育った子供に比べ，感染症罹患率は低く一般集団と変わりがないと

の報告があります． 

一般的に免疫不全といわれる病気を持つ子供は，特定の病原体や感染症に繰り返し罹患す

る傾向があります．そのような傾向はダウン症にはありません．滲出性中耳炎に罹患しや

すい傾向はダウン症の悩ましい問題ですが，これは特定の免疫力の欠損ではなく，ダウン

症の子供の身体特性，すなわち中耳腔と鼻咽頭をつなぐ耳管が狭く，中耳腔の粘液を流し

出す機能や中耳腔の圧を調節する機能が損なわれているのが原因です． 

 

ここまでいろいろ免疫の仕組みからダウン症の問題をお話してきましたが，あらためて，

乳幼児期にウイルスや細菌による感染とどう戦っていくかについて，まとめてみましょう． 

１）ダウン症候群の子供たちでは，免疫力すなわち「自然免疫」と「獲得免疫」の力に大

きな問題はない． 

２）ダウン症児の身体的特性のいくつかが，感染症に罹患しやすかったり，重症化する要

因となる． 

３）大きな合併症がなく，適切な養育環境を与えれば，ほとんど問題はない． 

 

さて，その上で感染症に負けない丈夫な子になるための対策を考えていきましょう． 

① 身体的特性で不利な状況を改善しましょう． 

先天性心疾患の合併は最大の問題です．人により様々な心臓病を合併します．適切な診療
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を受け，感染予防の対策の指導を受けましょう．また，手術が必要であることは稀ではあ

りませんので，積極的に判断しましょう．体格の小さい子，体重の少ない子はそれだけで

体力的には心配です．感染防止に心を配りましょう．筋緊張の低いことや筋力の弱いこと

も不利な材料です．普段からよく赤ちゃん体操などでトレーニングをしておきましょう． 

②ワクチンを受けましょう． 

定期接種のみならず，任意の接種も積極的に受けましょう．受けてはいけないワクチンは

ありませんし，その効果がダウン症に限って期待できないなどということはありません．

ワクチンとは異なりますが，RS ウイルスの抗体であるパリビスマブについても主治医と相

談してください．  

③健康的な生活を心がけましょう 

水分や良質の栄養をしっかり取ることが大切です．食生活に心配りをしましょう．また，

十分な睡眠をとることが重要です．日光浴をして規則正しい生活を送りましょう．また，

皮膚を清潔に保つよう入浴やスキンケアを行いましょう．また，衣類，寝具など環境を清

潔に保つことも忘れてはいけません． 

④感染症に罹患したら適切な診療を受けましょう． 

風邪などにかかった場合，二次感染として，中耳炎や気管支炎・肺炎などに進行する可能

性があります．予防的に抗生物質を与えることは耐性菌の誘導にもつながるので一概には

賛成できませんが，その判断を含めて慎重に医師と相談して治療を行う必要があります．

また，耳鼻科医の診察も積極的に受けるようにしてください．ダウン症のお子さんは外耳

道が非常に狭いので鼓膜の観察が小児科医の力量では困難なことが多く中耳炎の診断が遅

れることがあるのです．お薬に関してはダウン症だからこれはだめというものは特にあり

ません．ただ，抗ヒスタミン剤といって，風邪薬の中で鼻水・鼻づまりの治療薬はしばし

ば脳に作用して眠気を強くする傾向があります．小さな子では呼吸する回数や力を弱める

リスクがあり，特にダウン症では筋力が弱いので問題があります．また，鼻水の量が減っ

た分だけ粘り気が増え鼻をかんでも出ずらくなったり，気道粘液（痰）の排泄の妨げにも

なりかねませんので注意が必要です．強い咳止めも同じように痰を出すための咳を抑制し

かねず，かえって空気の通り道の邪魔になる痰をそのままにして呼吸が苦しくなるといっ

た問題を招きかねません．お薬はその効果をよく見ながら，かかりつけの先生と相談する

ことが大事ですね． 

⑤それでもみんなと一緒に成長しましょう． 

いろいろ，感染症に対する不安はありますが，感染症にかからず成長することは現実的で

はありません．むしろ世間の荒波にもまれ，幾多の感染症を乗り越えてたくましく成長す

ることが子供にとって重要なことです．体力がないから，体が弱いからと言って，ヒトと

の交流や集団保育などにあまりに後ろ向きになってはいけないと思います．弱い弱いと思

っていた子も小学校にあがるころにはあまり感染症で入院もしなくなるものです．免疫に

ついてはあまりに神経質になりすぎないように，というのが私のお伝えしたいことです． 
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